
県南平坦地帯のササニシキ 6 5 0 雑 / 1 0 a を 目標 とした栽培法

(農試 県 南分場 )

1 . 背 景 とね らい

県南地帯のササニシキは、「健苗、早植え、密植等jによる有効室の早期確保により

安定収量が得 られる とされてきている。 しか し、県南平坦地帯のササニシキは、初期生

育 は確保 しやす いが、有効茎確保後の生育が過剰 とな りやす く、初期生育確保が必ず し

も 6  0  0 k g / 1 0 a 以上の安定多収に結びつかないという指摘がある。事実、共励会の上

位入賞者の栽培法 を見ても必ず しも早植、密植ではな く、追肥 は中後期重点の事例が多

い 。

そこで、県南平坦地帯におけるササニシキのより安定多収を目標とし′た栽培法につい

て検討し、ササニシキ6  5  0 k g / 1 0 a を目標とした期待生育量及び栽、培法を明らかにし

た。

2 . 技 術 の内容

1 ) 安 定 多収 ( 6  5  0 k g / 1 0 a ) を 得 るための期待生育量 及び生育時期別の乾物 ・窒 素

条件 は次の通 りで ある。

( 1 ) 6  5  0 k g / 1 0 a 収 量水準 における収量構成要素の期待値  ( 表 1 )
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( 2 ) 6  5  0 k g / 1 0 a収 量水準 における乾物重 。稲体窒素条件 の期待値  (表 2)
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注 ) 分 盛期 : 分 げつ盛期    最 分期 : 最 高分げつ期

2 ) 期 待生 育量 に近 づ け るための栽培 法

( 1 ) 苗 の種類別 移植 適期   '

維苗 : 5 月 1 0 日前後 、 中 苗 : 5 月1 0 ～2 0 日、 丸 型樹脂ポ ッ ト首 : 5 月1 0 ～3 0 日

( 2 ) 適 正栽 植密度 . 栽 植 本数 ( 稚苗 )

栽植 密度 : 1 6 . 7 ～2 2 . 2 株/ ば 、 栽 植本数 : 3 ～5 本 / 株
｀
                                            -35-



3.

4.

( 3 ) 幼 穂形成期 における生育診断は (茎数 X草 丈 X葉 色値 )に よ り行ない、適正 な穂

肥 を実施する。

( 4 ) 穂 揃 い期追肥 の効果 :籾数 3 6～ 4 0 千 粒/ぶ の範囲であれば、窒素成分 2  k g /

10aまでの穂揃い期追肥は登熱歩合、玄米千粒重の向上及び倒伏軽減効果が認あられ

収 量 で 5 ～ 1 0 % の 増収 が期 待 できる。

指導 上 の留意点

( 1 ) 有 機 物 ・土壌 改良 資材 の施用や深耕等 による地力の増強 に努 める。

( 2 ) 基 肥 ・水管理 は慣 行 どお りとす る。

( 3 ) 窒 素追 肥 による食 味 の評価 につ いては今後検 討の予定 である。

参 考 文 献 ・資料 ( 省 略 )

5 .試 験成 績
性 衝 推 聞

移fd日 5/4  5/10 5/20 5/30

図 1 移 植期別収量 (稚苗)(1.70翻 フルイ )    図 2

表 3 幼 穂形成期における (茎数 X享 丈 X葉 色値 )に よる

生育診断早見表及び追肥要否の判定

700

収
650

6o0

量 550

% ∬

ケ
ｔ

Ｍ

年平均ltE

700

収
650

600

■ 550

り 5 0 0

a

囲 :日供の心配はな

いがta数不足.

画 :やや生育量が不

足.幼形期追肥

り巳'増伊〔.

33.3  25.6   22.2    16.7     :1.1
殺組昭度 (株/ポ )

栽植密度と収貴 (稚 苗)

惚 :十分な生育■電

保.効 形期は農

え減分用追肥案

括.

【控綱 :生言とゃゃ過軌

減分翔追にをす

るが法に考える。

1  1:生 有量過m.宮

偽じ回ム

120

110

量

ルし
100

●

丁

‐ ‐ ‐ ‐
O S ‐

‐

△

32 34  36  38 40 42  44 46  48(X lp00)

図3 で謡登?撰警や轡甲
い期追】じの効果

カ ラースケー′レ (CS) 票緑素針 く SPAD)

・    凡
例

田l o

恙 生

°

。… … …

1‐

~い 。‐_ざ _良 _9__

0

- 3 6 -




